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3801 li/f Cp のスス究 l ご.r~乞 7 ごみ

(青宇人I!.l-)OIffI主義ト手・粁田 4ニ・平井美江品婚姻}

平尾長丸'不利草学

g菊j 雄物I~ j. ゐ長夜1t~~k-擢tJ悉の ιy よみ I! フ、、 τ ， 1 ・ i量玄 iごコま 1 ま
の初完ポ(，}"Jれで ν、ゐ〆、不研究7・，"，1.，泣く自容のまま川え鰐I~ J7 v' 1， ，.17 (}s瓦ダ

必ラウムの1ニ殺から五五郷ヘot-jよみ主調べf::.0 そt-i若草切荻街八mJ27cs m3tj重

注ぃヴユ"l:.hh~ 1復刻ずみ。

活例訴拘い'(，1ススキE端ぃ(:.。よれほええ守戸回全ずピご j:T U見われみ活

均 i'I'lリ、 :ft~tι較的支芸場 1""lJf1I f ~~ø 邦すp 車内rrιmι政挟詞ぶ頒華l，i戸め
であみ。 jT: 、スス究， 3 ‘ telニバ''Ì'b'f~争 1= -1 a広し扶，.:t'1-fOれ1L 11ぃ、?咳
脅di.~兄ヒ地下 t，1J{_tf jτtJ(二 jl手かすや k いうよ&もスえ守五訊;#~ L-τ!i.L f= ~ 
~ti 狗?1.

訊;#tt1)~悲'宍歌才;t_)スス苛とそれr~脅し T ぃ右同ì!.(7jJ_喰'6 、衆車多，乞
伊手久島~fn'-ムで訴え集レ~約~ l (-:.. 

i )スヌ有，1~ iIDの多敬子lまこリ E純ポ?占く 3吃ぃ病し戸後、民宗主レ fこ，薬‘基・
鶏 tJ'z:.'~.，をよ I:!- 広 7 いる轄庁弘依(焦千 1主主倉'V，) l!. ，::.小7、/...Z C'1II }サi三桝新

し、長射日患を盛11 了風~し fごe 風影訊拘，1家製怠~r""炭イじレ fzt賞、震え炉 7:'tIi 
ぷμ も 1-Jj.~ι 1/1 }f!. Iじ釣拘~ l-T三.炭化委守新11、そのま，.$.-'-1=入れτ#fJlt
仇 1(11.);，-;.-ナレラヨ/~出掛イ司/之 1レえ戎語~'MJ易主化、 τr繰主刻定 L 了、
d7  Cs f;t_憂しん

ゼシヴムのqJ芝伺イiI.~苧m 費:_t IJ.， )tィι詞科の 4 

./，緑五鼻リ.五萩1-/t}事?ガ研克所原予炉、 ' 

です，陛3授射E行い、 b函の
Mα( 11， 1" )'.i'~ cp-在乙〆'3;'80. 1t -;f'j同レ、 o.60s-MeY
めグ繰~;!!'Jtrす争こと lニよ111ヲf-:.0 この創建l二 川r0，μ&' MeV 
，1. Ge平等iぱ広接持'.!Iレスヨ鮪やが!絡をめ-te J」，2

ii) :t.-衆 b 亘射1:l ~~~111 風彪レ({ .必捌説者五 ，_ '80. 

麻'}fl字， t;" ""う宇品虫色し(~f.表、手L4tz矧仰のふるb、主嗣、11ふる e、庁，)・これ五風
鉱炉L 乞レ件。風殺仰向11 t/1付足i:l品，:入れ 1;..λ有凶議lニ t3r.~ 1!.;a.l氏、定
暴しf二。 rこr:'しJ身係者究科enCs"，，'互の{且ぃ oCl)) j:フけ てI J.囲 IIごj手すよ )ri 
舌ゑでか能-縮製をイjっ戸後 /3t't五剰え、定量レfζ。

-ttシヴムバえ同{弘J干の声量11 歯 Zi?I+柔lご/捕、荷役し T行っ戸。則1・到免

，JスJ.t〆草場合k同じでめゐ。
給不)締泉(?¥~ fj'l ~ゑl三7予す。

さいとう ゅうこ・むらえ が乙し・ひらい よし之・たかせ じゅん乙・

ひらあ、よしみフ・ヴむら かん
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図 2

ゑ

137C8 pCi Cs μg 

Kg air-dry ](e: air-cJ下V

主符主 2

スス宍(地主~) 4090+20 ヲ80+20 

メL現註 820+10 130+ 10 

2 
1-.1-ら弐(j;巴 L持) 2310+20 230+ 10 

ιa 
多頑丈 680+10 230+ 10 

息長 スス究{娼成f) 18+ 6 52+ 4 

71'1 王，殺 ち5+ちラ 3600+100 
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3802 樋暢加に含まれ手放射位系列車競勧扶納F平衡{領域)

(東丈埋) 旬、橋来哉、 宮永侵

地略化学的吉正耕1:::づいて扶射位系列核種主定量すれば，屯の扶射取街・#平街等

かう，誼加の年代ヤ元素の動き写について情報E得 3 二とがずさ~ 0 筆者 bIι 前
貌1)におい1.，ヲジウム集積極物てあ 3ウヲジロの r 年愛及tズム年斐l二勺 II1. ，放

射位系ヲリ核維を定量し I 129i4，J12'1払拭射能見か.b，斐l之ラジウムが取リ込まれてが

ら測定の日に重 3まずの平均時崩事推定 L1し d般I~植物 Ij:放射性系テl核維のうち
ヲグウム珂4主体'E.~'t..リ込むと室われておリ，ま Tと.トリウム l主種物 l三ほとんじ取リ
込ま礼ないことが加bれてい 3のでJ 哨 7ん/別弘主じj去によ 3生Fイむ則定が，幅t..<雄
々の植物都新 1-::通用ずさ 3 可~f.惟があ J 0 本報ずl手，いくつかの植物食晶主対象1-::.

L 1.. Z281Jv/2'Z8弘北j去によ ;.L~;'{測定の可能位 I~づい之裁釘す~ 0 本事Eず特に成討L

1との l事I 1) 哨I~極相中の放射位系引制重のう2 有量 Id:少ないが， γ線ス々クトロメ
トリー主婦 L'7..~~与が言問Eずめ 3 かどうかという瓦 IA 1./z)叫 7ん/2281?a...tIι鴻!こよ 3!if
;，{渦定が可能であ 3ためには，雄物lこ取リiとまれJZ327iん及11-"泊札の量が叫払のをIこ

此べfr.視イきなげればな bないが，実R質吃のようになヮ Zい3かどうかというあに

ワしI1.--(あJo
e実厳〉告L駿lニイ提し1三植拘-i晶Iエ，ずラジ lレデツ、y，ずま(黒ずま )I 帯、(巻藁)I 

久亘(寝色稚)~が手 L iStどう(糸圏在)ずあ3。プラジルナッサ Ia:翫意志のラジ

ウム左官むニヒず知bれ1..1..' ;$。ω放射j陛系到識経の定量 ごま，帯、 .{1ズ千 L，1tど

う I~ タ00 ，. I え亘 lエ l 匂五千5o. C. ずZO~2争時閣かけZ 及イじ L r~ 0 特五れた刀とをアヲ

スチサク観客客 lニ密封 L1しずラジ 11..アヮ γに?l¥ "Z..11， /$ 3-t刻んず細かく L7と
Lず7・ラス今ヮ ヲ製落~に宮封した。二のようにし t調襲し r~渦定前糾 iτ づい1. ， 

約 l 笛月放置し 7と後， ω~Cfte (Li)ず線スノマクトロメ -9-ずえ-3 日 γ緋ス ~'J ト lレ
の泊定走行マ 1と。 Z.URιと2.28払l手，を礼bの核維と掠射手術1-::あ;$-3-折、の椋維語、jの

Y線の強Fをかb定量した。瑚7λの放射佐l手，実効され;FぬiR..の放射能主分4比 (U'Si
州場t友L1.町:t!'1.il'itすJ1尚昆)ず隊L1と僧にIllf号Lいが，局者の差 1;1:I 

Z3ZllJ).. .."，，:2.2'~の量作品存し，無視ずきない場'*主想定されたので F 均 7んの濃itのか
わリに ZOfr況のJ震It./分、4此主結果l亡志すことと IIと.α)放射イじ舟析によ 3バリウ

ム乙トリウムの定量o.HF破有志伊祈 fえままJ来lf100咋!;1;0リエサレシ媛l二宮釘し， t
毒長え挙T.T<IGtAωZ型原チ~F.リシゲ( 1 J( 100z比・e..cz.， f~) 7.." 1キ時閣中性壬照射 L1ヒ.
約 i笛月坊主P牧，ず線ス々ヲト lレ主測定 L，IJ/BA..かdの't，61<e V "r線及t〆1.33P.ι小

占の訂zμvl緯左分、柑繰ιし之江教ゑ!こよ')/ザリ々ムヒトリ々ム Z 定量 II三。 ~Mじ
学操作針。えた11'祈 #厄車場長、折ず1$，トリ々ムの分析僧の誤差が?にきか7 1与のく
ItlJ苧17'.l"!行7 ]';之工τ‘トリウムの分荷主行っ 1-=-..非威主事分科終了後，及拡割引4画室

イじニ77、、の入ヴ 7ヒビーカ -"'--((/:1)塩峻ず加帯、分解Ll刊を，ユ才'1"1.定量均に

j児駿さ包 ZJ ， m凡 E 水酸化Zズず 1-::' 共混ざ江氏。ニ才 7\')，時~!jをじIn'齢1-:: よリまめ，
ず線ス〆マワト lレ主測定 L， Z33p"，-か五のす線の強ftか五トリウム主11'析した.

乙lずしあさ刊? とみな。ず1=けし
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4結果乙考察)11'析結系 l雄物名品中の放射位系列級殺のj意志

果主悉!と象1.1ご示す 扶射怯系列放維の程在 (O¥r吟乾童骨)
桑 ・試針 Z261(ι 2'1.81((1.. ZIi宮北/れ主主E

I 1=示ざれ1.1，..¥ ~よ
、 j'"ラジ/レ1:7ツ .z.Z.3ま0.2.0 z.4守主 0，31 0‘'18ま0.Z2

11:' 7ラジlιナッツ I -~ま 0.22.0主D・010 O.骨昨玄 0.020 0.21守ま O.OIZ

fま &1ズl}，訊知I'~Î い 芽、 0.0明主0.00& 0.10守主O.Olb 0.081主0.00守

11J:放射惟系列識絡が 丈重 く0ρzo <0.OS7 < 0‘021 
二fl，..，)，'どう <: 0‘ozz. <0.0今8 < O.02.b 

球~ざれ1::ポ，丈豆~-;:;-一 •• ;.A. ..6.. .._.唖リ4 ・~.-:; ¥I!.い，_

~干しふいどう吉正刻 1: づ
川 l手雄訟されなか守泰 Z 雄物食品 l干の/'"リウム立がト')似の放射化公府

代。菩ff予持されZ二 %う患のJ章式t(車広場物中 TI'''も)

とではあ3ポ，ヲジウ
主正 Xサ 万九 ずん

{;j~芯fJ皐~':刈)仰月~f，釘字日'DZ:民側)
ム珂仕体の告雪量とバプラ γ11，;t，~ 、、'/ 437は 30 o.OO~1"川S く0.00ワ
リウムの倉荷量の閣lご プま tz. ~ :t 1・I 0.014-10，00守 0.0106:to. 00円

相閣関係が見る丸Z・ J;、 18.21:0・官 O，Ooz.zまo.oolT 0.oc3牛まO，OOOb

放射化分新ず f~.sれ 犬豆 3.3 :t I・I 0‘00 l't:t 0・0031 0‘0012.まO.OOOb

たトリウムのj農fまかふ キしiJ，'γ ぅ O.Hiム1'1 0‘00331:0・00珂 0，0o/8:t 0‘0003 

n切ゆき事射能濃/t(C{P凧/事)が言f第ずぎ J( f pp.....li 0‘z.4村内々に点目当す3)・

7"ラジ11-ナヴ、Y，-:，"ま/j...が税制につい 1. l6: I 2，32.礼の放射紅海1(1エ， mRえの抜刷E

犠屯の I匹以下ずあ3乙とがわかわニオりの雄物劃湖!こq卜部川取リ必まれた

(h~ い Ið:混入 l1-::: )UJ1入の放射能 Id:f '].2.81λかい勾'7孔ヒl司じ系引のl司，位体であ3二ヒ

主考え3乞lUZ7λの放射能ヒ丈差なしtと推定されJ0 し1とかVZ，これ五の植物試'

斜 l二外部U'~取リ込ま札1と Z.327孔.&:tぷ~γ九の放射能 I~ ， l.z.i弘の放射能に昆べ聴視1-'き，

担料中に官まれJ2.28jλ( Tyz. :: 1. (H '/)のほとんピlエ， 118!<乱 (Tyz::'灯 >7)か』放射

性啄事とによリ生虫、 L1と毛のずあ 3と判断され30湖臥札が"ZDf("f.i.の報志村 U3;λの濃

Jt主計軍 LI t:: 0 ，.{Z.Z'l弘が金量存足与したと l7_ I 淵定巧1:'おげ32281λ/湖丸放射佐

川与え 3 時間 t(ZZ恥/坊~t1î) 主計簿す 3 乙糸 3 のようにな J 0 ~~d) 併が・
3語7とされ3場合F埼14.-/ 'ZZ8，払停止ilエ，吉正斜とな 7 1-:.植物(ま 7ミ I~ 売の聾介 ) 1:.22J~ 
n'"取リ主主まれ之かb3~~定の時代呈 3 までの平均的な暗闇ずめ Jo 条，4Lf ')前知となヮ
た種物(:ま手 1"1.屯の都分)1こ11生育期間中228払が取リ込まれ3が，生育期間中m丸

の埼伎は砕く，ま 7ヒ，~育期間主系冬え之が 5 1;1: z.z8~(-;;. づ II 1.閉系とな;$.条件z)前

剰となマ 1ヒ植物(ま Tヒl事長の都介)1ま/2J'Z.-p.._， %281λ ， mAK1= づい t 朝系と ~7 'Z.い

れ二九占の象仲料品作ざ丸3か看が 1:'づしI"'l.Iエ，今後府突す3ψ暑が局3グ，華

1-::取')~まれた 11レカリ￡場元議 11不勧ずあ 3 とぎれ1.l.' ~ニヒ寄広言Z条併の孫、主
I-=-有利な枯拠左挙!ず3ことができ 3。

3 植物食品の叫7九/ZZ~~坪κ
吉正案斗 ZZ8i九/，Z:Z8Rι!if4t(日) 増1定毎月日

プラジ 11-1‘Yツ 36()ま 125" 門83毎3月/D8
ずま 68'1主什 門官3 拝 3 月 1~8
1K 103B 1235 1仰毎今月 Z刊

イ若者
輸入毎月日門8'z.削~ 18"6 
4弘t!坪同日 1~8Z.拝 10 ~ Is-e 

1)ふ橋遂‘者，嘗か健，第2.0回理エ学(::お 11'J 1司仕え豪m突発?色合 (1守 ~3) 車水
:z) J'IS q 1Z.3 I 
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3803 

りん酸肥料中の U，Th， KとU系列技種の放射非平衡

(金沢大理・LLRL) 小村和久・柳沢美樹男・阪上正信

焼鉱石を原料とて製造される燐酸肥料にはかなり多量の Uが含まれていることが知
られており、その製造・保管・使用に伴う放射線被曝の級点から U系列核種の放射平衡の
状態について関心が持たれている。本研究では、フロリダ産(米)およびコラ産{ソ)の
焼鉱石と、市販の 7種の燐酸肥料中の U，T h， K含有量と U系列核種の放射平衡の状態
を測定し、~平衡の度合と製法との関連や放射線被醸等について検討した.
【斌料】

焼駿肥料の原料である焼鉱石は肥料会社から提供された扮末試料である。また、燐酸
肥料は1979年に農滋から湾入した市販のもので、いわゆる燐酸肥料と複合肥料とに大別さ
れる.測定した紋料は次の 7種である。

最尊厳肥料一一一熔成燐肥、過焼酸石灰、苦土重焼燐
複合肥料一一一複合12-16-14，複合14-14-14，複合16-10-10，稲10号(10-10-10)

普土重燦燦(サハラ鉱)、稲号10号(不明)以外の肥料は、フロリダ産の燐鉱石を原料と
している.
【測定法】

KおよびU、Th系列の主要な核種の多くは非破壊 T線測定によって定量が可能であ
るが、 234Uはr線測定では定量できず、まだ T線放出率の低い 230Thの定量精度は十分
でないのため、これらの核種については化学分続・ α線測定によった。 U含有量が高い
試料では粉砕した試料10gをNaCl粉末10gと良く混合して油圧器により 50mmφ の T線測定
線源を作成し、 U含有量の低い試料では20-150gを用いて T線測定用の線源を作成した。

燐酸肥料中の U系列核種の放射能はかなり高いので、 T線測定は主としてGe-LEPSを用
いて行った.234Thからの63keVr線で238Uを、 67keVr織で 230Thを、 186keVr線で226Ra
を、 46.5keVr織で 210Pbを定量した。なお、 186keVr線は 235Uの寄与があるが、 186keVと
6!lkeV T織の検!:t比守利用することにより、その寄与を弁別して 226Ra安定費した。

α線測定には通常1-数gの良く均一化した試料を用い、 232 U (+ 228rh)をトレーサ』

として加え、水酸化鉄による共沈捕集、塩酸系の陰イオン及び陽イオン交換、溶媒抽出等
を組合わせて U及びThの化学分鍛・精裂を行った。これをステンレス板上に電着してα
スベクトロメトリーにより 238U， 234U， 230Thを定量した。

【測定結果】
表 1にU，Th， Kの含有量を、 表 2に238Uに対するU系列諸核種の放射能比の測定結果

を示す.
(U含有量〕 堆積型の焼鉱床のプロリダ鉱のU含有量117pp聞と高〈、これを原料とする燐

酸肥料にはは40-106pp帽のUが含まれている。また他の 2肥料にも70ppmのUが含まれており
市販の焼酸肥料中のU含有量はかなり高いといえる。これに対し、 Apati te型の燐鉱床であ
るコラ産の焼鉱石には3.2pp闘しかUが含まれておらず対照的である。
(T h含有量) Th含有量はUに比べて概して低い。コラ産の燐鉱石とサハラ鉱を原料とす

る苦土重焼焼が19及び15pp聞と比較的高いが、 フロリダ鉱では5.9pp問、これを原料とする
焼酸肥料中のTh含有量は0.7-2ppmと低い。
'(K含有量) K含有量はKを添加して製品とした複合肥料を除くと、いずれも 0.3%(K 0) 
以下である.稲10号が表示値10%より著しく低く 5.9%であった他は表示値14%と一致する値

が得られた。
(U系列核種の放射平衡の状態〕

表 2から明らかなように、生成年代が十分古い燐鉱石ではほぼ放射平衡が成立してい

るが、燐酸肥料では製造過程の違いを反影しでかなり平衡状態からの乱れが生じている。
試料数はわずかであるが、放射平衡の状態は大きく 3つに分類できるように見える。

第 1の型はほぼ放射平衡のあるもので過燐酸石灰、複合16-10-14及び熔成燐胞がこれ
に麗する o t容成焼肥で 210Pbが低いのは溶融処理のさいに揮発したためと考えられる。

第 2の型はUとTh同位体の間はほぼ平衡にあるが、 226 Raと210Pbがかなり平衝量より

少いものである。苦土E重焼燐と稲10号がこれに分類され、後者はその極靖な場合と言える

こむら かずひさ・ゃなぎさわ みきお・さかのうえ まさのぷ
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第 3の型は 230Th以下の該種が平衡量に比べて少なく一般に 238U> 230Th>210Pb>226Ra 

で表されるもので、複合肥料14-14-14と12-16-14がこれに属する。
第 2と第 3の型で 226Raと210Pbが著しく少いのは石膏を分鍛する過程でCaと化学的佐

賀の類似しているRaとPbの同位体が除去されたものと考えられる。 230Thが少くなる理由
も同様であろう。

複合肥料12-16-14及び16-10-10の 234U/238U比は、燐鉱床の生成年代から予想される
平衡健(1.0)よりかなり高い1.18と1.13である理由については説明し難いが、 燐鉱床への
Uの蓄積杭現在もなお、 或いは少くとも数十万年以前まで継続していたことを示すものか
かも知れない.

表1. 燐鉱石及び燐酸肥料中のU，Th，K含有量

試料 F(Z20) 5 U Th H 
(PPR1) (ppm) (K20 %) 

[燐鉱石]
フロリダ燐鉱石 117 ::!: 2 5.9 ::!: .4 0.19 ::!: .02 
コラ燐鉱石 3.2 ::!: .4 19.1 ::!: .6 0.20士 .01

[燐酸肥料]
熔成燐肥 20 106 ::!: 2 1.2 ::!: .2 0.13 ::!: .01 
過燐酸石灰 17.5 74 ::!: 2 2.0 ::!: .5 0.30 ::!: .03 
苦土重焼燐 35 69 ::!: 2 15.3 ::!: .6 < .005 

[後合肥料(N-P205-K20%)J 
複合12-16-14 16 54 ::!: 1 0.7 ::!: .3 14.0 ::!: .3 
複合14-14-14 14 45 ::!: 1 1.1 ::!: .3 14.4士 .3
複合16-10-10 10 39 ::!: 1 1.7士 .3 13.9 ::!: .3 
稲10号 00-10-10) 10 72 ::!: 2 0.9土 .3 5.8士 .2

表2. 燐鉱石及び燐酸肥料中の日系列核種の放射平衡の状態

放射能比 (Activity Ratio) 
武料 23匂U/23 BU 230Th/238U 226 Ra/23BU 21 0 Pb/2 3 8U 

[燐鉱石]
フロリダ燐鉱石 0.99 ::!: .05 1. 05士 .03 1. 03 ::!: .03 
コラ燐鉱石 0.92士 .17 0.96士 .18

[燐酸肥料]
熔成豊島肥 1. 02士 .02 1. 03::!: .05 0.92士 .04 0.68 ::!: .03 
過燐酸石灰 1.03 ::!: .02 1. 00 ::!: .04 1.06 ::!: .04 1. 08 ::!: .04 
苦土重幾燐 1.00 ::!: .02 0.97士 .04 0.55士 .02 0.69 ::!: .03 

[複合肥料(N-P205 -K20 %)] 
複合12-16-14 1.18 ::!: .02 0.45 ::!: .02 0.07 ::!: .01 0.14 ::!: .01 
複合14-14-14 1.05 ::!: .02 0.37 ::!: .02 0.03 ::!: .01 0.12 ::!: .01 
複合16-10-10 1.13土 .04 1.01 ::!: .03 0.97 ::!: .04 0.98 ::!: .03 
稲10号 00-10-10) 1.03士 .02 1.03 ::!: .04 0.04 ::!: .01 0.19 ::!: .01 

。。
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(九久RIゼ〉 F-r?久的。悦司 久崎 進 首日矧附叩畠引訓制1世則1]
産底A氾島J品県z環農境乞シダ 柑 高島良五#ノふ今村博宥柑

佐賀県北ムダムにおいマ jQ80l!-9月?日抹耳えした数本の;1月島主柱状執料rフ

いて、 21。印，昨今等の放射IP-t核稗乏測定し.その潔1主改トノキ，~ s ，)堆積JI皮ノ堆靖め

状況』及ZA'<:れらの核穫の牟勧 Lぎ察する。

〔試料〕

試新1;1， A.丘J賀県北ムダム〈昭如比与克版)(;:ちいて相」ニ刀、ラ重力量くコアサンアラ

-t甫ぃ<;j針長官式料 (jfm"，r/> )乏株取レた。 ふコア (JLιiI1.問時i之均断し、風乾レ

氏後乳鉢で n- T.t マ地、(~舟F 剥史官託料ヒレた，

〔剰え]

試料乏 /oomQのポリエナレン広器ffi..."().. 381>UH.~ X ;z!:，剛院のアラス十 γ7 忠~~こ入札、

それぞれ金(U)按也器ノ高純友 fre-L E P S 1;: 1るY線ス々 7トロメト')-ず剥え

した。 件。札たスハ::7トjレE解析し ， (j.を(μ)J 'Jβ'7u/ιl.6ka.ノLE p，s .J ~，l)0 Pb 

の合荷量を求めた。 又ゑ釦積 IJ、ふ試料の 1~ fヒ，)'f( fi:-定孟グス吸着息量規，]史

法 I~ J:‘) :券|史レ穴。

〔結 呆 ffi._v:‘ j考察 J

函 jノ図乙 iミCore1ノCo陀之の件られた劫Phノ/J7cs内合有量及グ表面積E永レたe

ZJe> 11>の位IJ，親核誰Zヰ Ro..{~ Jる寄与立さしかいたW¥.SiA.fpo 1-花dr};， 内イ亘?ある。

((，0岡 I) 放実職によゐ iJ7esの降下古¥"/96J年頃 1:: 最久t::? -7~ 荷フヒす φ ピ (Þ)
図古、タ堆積並走 o.dJ内告が“ギまる。 こと守生ヒムダA の完成グうの期聞をこれ Jリ

計算司令ヒ来皮 7crn.以来の弁弁IJ:7'、ムグ史弘司る以前の ~Jニキ才、ある ι 言え~.又
それと同じ来/fJ '):表面積の変化か、、むくな 7 <、、ゐこ乙グ 6多と《ご乙官官者乙られ

れ よ10Pbの壮jf1:関レて喜よLのごとをj考えると。来友 7肌前炊で.t7I jf-j皐令もは/求

l支/ρ似"-j.正仰の?覧ベト等{;:Jみ {';J-!t及 μ・ぞれ f，)以衣t1I~争マ世、な堆積が;考えう寸L

'.1 ， 兼業 ρι帆 ^'-/.ρ酬の 4トスYI ，- 関レで lヰ‘男東友 1/ι組《位乏 ;t ~l::_ レ Z 表白頑 z、湖、五
レZ乃タと (J)図m 白九 Z、見今1t争 Jうにな，)これよリ古車場Jt友Eポわる ιρ.Sd'

叫すヒ々ツ β7esJソポめ六位と l手It等レぐなる。

((0厄乙 ) Coa I t t司操iゾ70;のゆjpIJ5栗11.../ /仰向背(;:最点ピー 7玄持フ。:れ

J ，)堆積呈友1r~ めゐヒ 0， 6/"，・./;j となふ e レグレ‘消防内小;yι表白積め結果i之

右、、?課度タι4<<九 F例(:::グげでイ岳、、極ガ怠?お')，β70171 最大 '(;.0-717"ι。陀 Ii，比
べ、 f タ州主主愛想正副ラ 1;:，玲動して、、ることを巧乙タ乙‘この期間 i三ち、、マ5-~7j奇仇?記入
I~ Jる堆積速度η'(，{Iじがあフ氏とJtんウれゐ。T-1ンプ!レF 粧友 E見Zみるヒ来

友タ伊'¥.?的 1;b、11? j也仇環ざい村レマ大君、、粍〈素面積官、い/トゴ、、)11"見守仏 t~ • 
2JO PT 0.イ車E課友 1/ιm?'!イ且三嘉手lてレ z表包靖'<'1百五し氏のが白札fあるグ、こ似品荷

数度l数的 1-;，裁ナレ沿い。 ミ仇 Jうなco陀 l作=対レ zわlぽZれ主堆註鯨頑皇蹴東の事衷こυJ九しEげ万1走亀1;::入れ

Z 、更l下τ;1小卜、 ざ<!J成トJ劇骨剖lし'( i7I βáH祈~-Þ付何官ずず、やい.川ザ‘

冴A烏bわ也及ひぴ‘表釦積{-:.Jφ有補fr正台F、φ‘課産/材示J斤ト内併挟 lιニ荷市 z'、ある Jじil'‘わ U〆、?五。

寸示、l;:jうレんじ J おおすぎすすむノ e-tt-'Jめリゆきノたずレまよし矛 3ノ

いするうみう力、
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たばこにおける 210Pbと21Qpoの定量分析

(金沢大理・ LLRυ 阪上正信・桝田武史O

【目的】
喫煙による発癌の原因として、化学物質の他に、 210Po (半減期 138日)とその貌核

種である21OPb (半減期 22年)からの放射能が問題となっている。 とくに気管支上皮細胞
に沈着した 210POは発療を促す可能性が高いとされており、たばこ葉(生葉および製品)中
のこれら核種の研究は不可欠の錬題である。 これまで210Pbは軟β放射体のために測定が
簡便でなく、あまり測定されていない。 しかし、同時に放出される低エネルギー r線

(46.5 keV)が低エネルギー T線検出器LEPSの進歩により、非破壊測定で定量できるように
なったので、これをたばこに適用して 210Pbを非破壊測定するとともに、同一試料中の
210poを化学分鰻・ α線測定により定量して両被種の量比も検討した。

【紋料】
たばこの生薬試料は石JlI県珠洲産および愛知県岡崎産の黄色種エムシーで、これは

日本専売公社より提供を受けた。それぞれ中葉・本葉の部位}JIJに分けて測定した。市販た
ばこについては、日本製品 8種と外国製品 2種を測定した。

【測定法1
210 Pbについては、下記の A、B、Cの方法で T線用の測定線源を作成し線源調製

の容易さ、測定の感度等についてあらかじめ検討を行った。
A. 40gをそのまま世=75岡田のプラスチックケースに詰めたもの。 (ρ=0.2g/c岡)
B. 15-20gを圧縮して世=50 11mの円盤状にしたもの。 (ρ=1.Og/c隅)
C. 100gを電気炉で灰化後、 φ=50酬の円盤状に圧縮したもの。 (ρ=1.4g/c岡)

その結果、 Aでは測定効率が悪く精密測定に向かない。 Cでは灰化に時間がかかる上に、
210Pbの損失や汚染の恐れがあり、 これらの理由から今回の測定はBの形の線源を作成し
て210Pbの定量を行った.図 lにLEPSによる Tスペクトルの例を示す。

210 Poは純α放射体であるため、線源による自己吸収が大きく非破壊測定は不可能
である.そのため図 2に示す化学分線操作を行い、銀板上に電気化学的に析出させて薄く
て均一な α線測定線源を作成し、 αスベクトロメトリーにれよる定量を行った. 電着は
90 'cで 4時間行い、最終的な化学収率は80-90%を得ることができた。なお、収率を求め
るために209Po (半減期 103年.Eα=4.88 l1eV)をトレーサーとして使用した。この核種
は従来より使われている 208po(半減期 2.93年. Eα=5.11 MeV)に比べ、減衰の補正が不
必要で、しかも α線エネルギーが測定対象の 210Po (Eα= 5.30 l1eV)より十分低いため図
3に示すように α線スベクトルが良く分織され微量の210poの測定に好都合である。

本法による測定の計数統計誤差は210Pbで10-15%.210Poで5-7%である。

【測定結果1
210 Pbと210Poの定量績を図 4に示した。図から明らかなように、両核種はほぼ

放射平衡に遣していることがわかる。これは、生薬・市販の製品とも、たばこ葉の収種か
ら測定までに2-3年経過しているためと恩われる。

また、生薬では珠洲産〉岡崎産であるが、これは日本海側が太平洋側よりもフォールア
ウトが多いことが影響していると考えられる。さらに、中葉>本葉、日本製品>外国製品
、葉〉葉柄などの傾向があり、土議・肥料・栽培等についての検討が必要である。

製造年月日が異なるたばこにおいては大きな差は克られなかったが、同一生葉におけ測
定値lまばらつき、 210Poの分布が均ーかどうかの問題が残されている。

公表されているタールやニコチンの含有置と 210Pb.210po含有量との相関は見られなか

った。

さかのうえ まさのぷ・ますた たけし
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広島における原爆誘導放射性核種152Eu
- In-Si tu r測定および被爆建屋の壁画コア中の152Euの深度分布一

3808 

国龍。

広島・長崎に投下された原爆による被暖線量の再評価、とくに中性子総量の見直しが強
く求められている。これに対して1982年度より科研費補助による研究班が組織され種々の

角度から調査が開始された。 当施設では1976年8月に実施した可搬型Ge(L i)検出器による
広島の原爆ドーム内での放射能調査で、 原爆中性子によって誘導された 152Euが現在もな

お検出可能なことを明らかにし、爆心からの距織が知られている屋根瓦・レンガ等の被曝
試料に残存している152Eu含有量により中性子東の評価に利用可能なことを示した [Naka日

nishi et al..Nature. 302.132-134 (1983)J。 その後、 1978年に長崎、 1979年には可搬
型Ge-LEPSにより広島の爆心地に近い元安橋(爆心直下より -130m.爆央より -600m)および
現在レストハウスとして使用されている!日燃料会館(同-150m及び-600聞)等での 1n-Si tu 
測定を実施している。今回、科研費補助を受けて、可淑型Ge検出器による広島の残存放射
能の測定を行うとともに、レストハウスの被曝壁画の 4箇所より長さ 15cmのコア試料を採
取し152Euの深度分布を測定したので報告する。

和久・陳正信・小村阪上(金沢大理・ LLRL)

【In-Situr線測定】
可厳型Ge検出器として7.6cAIφx7.6cmNaI(T1)に対する相対効率が43%.15%.10%の3つの同

軸型出器および可滋型Ge-LEPS(32m聞φxl0mm)を使用した。レストハウス西壁での検出器の
相互比較の後、 43%と15%の両検出器は!日護国神社(広島城跡内に移設)のブロンズ製 (-180
聞及び-630圃}および花こう岩製 (-370聞及び710m)の狛犬とその台座、広島城跡石垣 (-850
m及び-1020111)での測定に、 また 10%検出器とGe-LEPSはレストハウス内外での測定に使用

した.
152 Euの検出には T線の放出率が高い122keVまたは344keVr線を測定するのが有効であ

るが、 152Eu含有量が比較的高い箇所ではこれらの他に779keV. 1085keV. 1112keVの T線
ピーク泰認めることが出来た。 152Eu生成曹は、爆心・爆央からの距続の他、ターゲット
となる物質中のEu含有量，建屋その他による中性子照射時の遮蔽状況等に依存するので T

線の強度比だけで議論することは出来ないが、ブロンズ製狛犬の花こう岩台座の植が最も
高く、プロシズ中に不純物として含まれているCoの中性子捕獲反応で生成したと考えられ
る印Coも検出された(図 1)。次いで、花こう岩製狛犬、レストハウス西壁面の顧に r総

のピーク強度は低くなっている。レストハウス壁画では、コンクリート中のEu含有量が花
こう岩に比べて低いうえ、 被爆後の改装のさい、モルタル上塗り (-3cm)が行われており

これによる r線の吸収で低い値となったと考えられる。
広島竣の花こう岩石垣では 43%の検出器でようやく 344keVのピークが確認できる程度で

これ以上離れた地点での In-Situ測定による 152Euの検出は事実上不可能であり、被曝試料

を採取して低パックグラウンド T線測定によらざるを得ないと思われる。
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【レストハウス壁画コア試料中の152Euの深度分布】

レストハウスでは図 2 示す 4 箇所で直径 10cm長さ ~15cmのコンクリートのコア試料を採
取して持ち帰り、 表面より深さ lcm毎に切り分けて各々についてそのまま Ge検出器による

T線測定を行った。なお、コア制は三階の室内から外に向かつてポーリングしたもので他
のコア試料とは逆になっている。
被曝したコンクリート部分は大小さまざまの砂利が混在しており不均質であるが、測定

の能率とともに深度分布の全体像をi恩むため、粉砕による均質化を行わずにそのままの形
で測定を行った. その結果、試料の不均質さによる152Euからの T線の計数率のばらつき
は同時に計数されたU系列の 214Pbからの352keVT線あるいはTh系列の 212Pbからの238keV
T線との強度比をとることで相対的な深度分布については規格化できることかわかっだ。

これは被爆したコンクリート材の砂や砂利中のEu濃度は違っていても Eu/UおよびEu/Th
比の植はほぼ一定であることによるものと考えられる。 このようにして求めた 152 Euの
深度分布の測定結果を図 3、 4に示す。
コア試料11では表面から ~5cmまではあまり変化がなく、これより深いところでは指数

的に減少し13c闘で約1/3になっている。 コア試料書2では全般的には指数約に減少し約113
となるが7-9c田(4-6cm)付近に高まりが見られるほか最深部(14cm)が高い。コア試料胞は
深度による変化がほとんどなく、コア試料制では被曝した表面部分から深度とともに指数
約に減少している。

これらの試料における152Euの深度分布の違いについて、種々の角度から検討して報告
する。

図 2. レストハウスにおけるコ 7試料採取地点
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図 3. 152 Euの深度分布
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3809 ゴ門 TR堕射ループ内クラヅドの fJ着手動

(忠利) ILJI1 OOit， 0，[乙す思，諒i方式.i左J1j千羽，

末氏lfOJ ~p ， 佐藤色司，青ム 坊，ム本史JF、
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i) JI_-- 7'氷円分析:方 Jレト L ート業友み.J.ず司7j 'J ドーP司 j農度，;t抹)K日時 l二J.)パ

ラツ有 V どあ J， 方 Jレトl--卜はよ~ 60ppb I Jフット P11 O. .s~ /0 ppb e示した:;守
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3810 
パ、トフェナジトロリし金重体主用りた止、の比放射匙刻忠

(原《宋為li) 0 米;又イ中由主t星三す男ノ立'')1車道

l. まえずき 原子つ発電対て問題之なゥ之ける放射性不 i怠i生腐食1....T¥物(C良UD)

の考軌を調ぺ3にあた，)J C陀 U I) 中の主宰放桝他殺維の上ヒ放射能の測定ず事*~れ
る。片品lHモ!r')if中ず 仲良く仇，0)け F乏及たずさttえされ)CRUD引こは今宝1:.4在
し之、)~. $すFーは半減期 :Z.6gs斗ず EC耳易交lこょっ t土門札 lこなる。 二の静、故以さ

*-る放射線 l~ マシガンの Kーベ株のみど‘あれ 乏のぞ~'Jl担 l二時計数効苧および味作等の
とき.今、 j丸体シン今レ『乙ョシ3則忠;r.(]"病余lである'L考え s;h_ ~o 金去の上ビ古史壁崩の
き式来τパトアェアレトロリレ (sPT，4-，マージ、フェニ lレー|ノ ID-フェアジトロリじ)

は高忠度τ;イツ 7ミlしア lしコー lしノニト lコペレゼンJ クロロ不 lしム等lミ抽;tl出来 5
5式報ヒ Lて長ロよれて l)る。 3費者.51主先l二， ι3t-J.:.tジメ今 lしグリ才苛ふム金色体乙 lL

守乙 Lレlこ柚CUしノモの吸うも忠之1主体じン今 Lーション主刻思す 3辛l二エリ， ω仙

の土ヒ枚射能左~~める今治左手段告したり。 SSfie1こつけてしけ吊-sPT錨体としτ守

乙レン lこ抽虫しノ抽去;えの口&尤友i制l主之殺体シンナしーショレ判定lこζ ‘))高~主
lこ >t Fe の土と牧射能左ポìJJ~亭か川止L1- ~. 
之 令祈れた s:止F乞を含む海汲(敬℃し之 O〆'-3D}Åd) 左ピ・ー力ー[~ 't...リノ Lーアス

コ lしピ‘ン峨潟;設い。μ刊...~ ) 4-，....Q.) ，1iIpiiをナトリウム増税(I 0 ~ /10 C ""，R. ) s-...~ 左

加え?ンモ二 y7k言、 pH左料 'r.!; I~ $1司桂す 3。海:極左分滝口一ト lこ椅 L) 7¥くて浪量

左to""，1. 1ごし f:4'主ノlJ畳塩~.i;~1 ~ f..ニウムヨ与~ぃ。守パ町 "，.e_) 1 c)叫え> BfT ")ヱ

'J ) -1レ涛決(()・13/100同 1)10 "，_e左Z)l2-;l )約 10':Õ'羽放遣す~. 当e-l-レ ID...Q左

前え 3/;分1州島 'n長ぜて ss-ft-e -13 PT金遺体左抽i¥J否。静置特有磯相左き雪λふ孔軍資ナトリ

}うム約 ld左入れ五夫特付三角 7 ラスコ lこ物す。 キふレン左対句、l工令尤九f宣言t(目

立党，ぇ00-2. 0 型~ )でおS"'}¥.剛の口及完走!3剣忠する。さ Slこ弛払漁 S-..f左海4手シンケ

t. -ショシ?員、i垣市 /，' ~ア lレ l三之、)，海イネシンイトし- 9 - (D PO ID司!.eキふL-~) 

.5" w.t !tll2ム:九ィ半乙〉チレーシヨレカウ νヲー(広ιka.rct怯 TR.I-CARs付主0型〕

ーのえ体じン今l--:..ヲレ"t測定する。吸う主えJ主3ド・ヰミめれを夫のをと九件乙ンケ Lー

シヨン主演1坦し τ偶よれた片足の対豹能の値力、~ ，上ヒ放射能き長める。

3.性的結果 守シレン lこ与る涛現抽出:3ミの夜討:け長-sPT鵠体左袖払-;~ため
の涛現'LL?ld) 丸停シン今しーション測定η開発えをのえさ Id.~島42 寺ふしン E逗
1f'J モの柚也~f\ d) 被討をし r~ 。抽払 3王 11深沢J のFè-BPT 金色体と温塩tt 延長イ才ンヲ
イオシ会/~ 4争左クロ lコ才、 lレt;l:抽止11る方法え)左差 L三 p 内 Fミ乙半1減期:争矢 ι回)左

トL-ト乙 l'-坪¥.】之不良討 Lf~. 7kヰ図的 p卜l 工銭円袖払~~則前f~ -a. fi.';. i 1工問。

銭 l立 pH 3"-'8.台司絶間宏司じしン守 lこ忠空白 12 抽哉された。干~リ混ぜ崎l羽 l~ 3分闘

で丸合ずあゥ t~ 。 また量失司を圭をえ三 9宇品)~~キ乏がダ)れ結果ノ )0 勾まずは定量的

l工抽虫、された。 遁塩事、南長7し毛二ウ'-¥)!;与吸を加えずiこ抽せ:l.1aとJ をの柚むキ[;1

えiノ21，メ之イ層、】値'Lt喜ちた。 ま七， あ3ゥ、じめ 8PTとi直車率政?しも ~ .う Ld事う砲の

う昆会 3設と突し¥.-::_"左相ζつ5f6ぜて "d-:!'き， BPT-c.Q.O斗左ヲ暴力、して芯‘¥.)た苛じしこ/による

5ねざオっちゅうしちう， li し~.:5お.> 1:ζ3かわえんぞう
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柚官、誌の枝封王町、任。 この均令主欽ld: pH 3・主~川内範団言、定4量的lこ袖去され，

その格つう晃也・・8号l苅(o1令 l笥ぢえ令ぢ者)">た。 寺t:BPT-(..tO斗主魂かしれ『乙レン Lこ

ヱタノー lし主添加して地虫 j~亭 lこ与‘) )袖払されき教室lstibuLJ エタ J- Il-0 

叫ずは ¥0λλo)1eまず) ~ "，i o."l主，30ノはdjで) lö""Q ずは \00 ルl~ ~ず定号的 l二抽訟で貢'lr~。

日昼光丸亀5去のキ失問:者ししシによ 3ヰ由社1埼め吸収スヘfクト lし1.)~'J!足した将来 J 日る」

川極太(S 3.)札叫 ) i.・王 tし口A尤イ糸数 z.¥X ¥0斗ぢあつれ。 二オt¥在イッアミ lしア iしつー

lbJ L トロペ〉ぜ、し) ?ο 口才、 lしム l二;}~キtÐ也のデー'9 )ロ瓦qx.本金K ~ト3 之~.f3Jト九州ノ

モ lし口ゑ丸イ号、数〈ふえ""~-~)弐 10争乙 ll-lt‘|司 t-値ずあゥ T三。住民聖乏ご買えを勺キ支空紘左ォ;

反)f:.;持}主，え日 3C メ~'ð Fe.ず直キ品|もイ'~Lf)'-"~専よれ r工。拍也、された銘体 (j:.-\ìくと { 17崎 1釘

ld-'智史o.'‘あゥた。

漁侍シン今し-~ョシ測定をよ去の校制;民 -13PT錨俸はご芯琶ず~ ') )企クヱシ十ン

ゲ‘のf.5~i'か、考えよれ ~o ~~聖主、主イじさ色ノ ぽ長のきT数劫キのをイピ乏禍ぺf-:.。結 l主主

F，'~. Z_ 1:'号、す。 シシ与し-'1-が PPO t::.~ ¥j左包 t.t現今ノ鉱をの増加之と tl-:.計数

制キl'd-減りきか¥ 恥-ß打鵠俸の此~\れ DPO 1こよ 3秘九の3直長ザ湯量れてけ 3た

めl三ノ吃れほどは工さく録かつれ. L fJ、 L，班長'vフターの DHPOpOPさ加え3亭

lこJ:.¥)) DPOの弾丸の演もか‘九-sPT錯峠のは収のう奥-{dこ近づ‘くためにノ芭ク工

シキンゲ町長う智 ld:さ S1:丈矛くな勺 Tこ。 シン.ft.-<J-中の DPO).足え Iel:J-o ~ø パD
...Qi'最大の計数勃ミヤか河よれれ。 シン今 L - '1ーの今萱の和智主調べ‘色紙 j皐， A_()..Q 

のずラス叫パ、イア lレずは8""" I b ....R.今 J湯量ず犬~ 1主計数:oJliヤケヰヰ_sm. f::.. も今イ佐ノ

日必ええ産法lこお、 1);)ワ IJ久， ニ叩 JJ1しJ コ1，"I\.. ト J 企I~) マふ f)'・U 的存主令 η和智) ;J;・

5び).ijz_イ辛シン .!rl.--ーシヲン i判定"主lζ 為、 IjJμc，<>)~c.o ， 土iCr J s-'t7<eノ6)仙の持l者のまb

智!こづり<- t \I~ ぐ花。

C五とυP中φ3せf1ea)比社前能う!l'J~足: swR.型居、予げζ'):1禾取した CI<，υρ 0)分析 iミ.l(Ij_.

印し t::.. CRυ0芝港叫ん P盆イヰン t検骨組5五五‘令臨し たけ凡の民放骨可能 lit d、¥08

C.eh ~"i: あ") t::.。
主主区 1) C. YO l'\eð~wo..ノ1:S"ao.W o.ノ叫Hosh.i) 1:. Tc..c.h.;ko..w._ ， J. RQ，o(.'."'.....t'" cμ剛・ p

zg，吃 (1"i83). V?思決ノム棉ノふ~印;高劣ろ 4乙号 J Z. '1 ，臼Fい司守え).
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3COl 水獄中のき足跡間前Teの時上コロイド‘的拘1:'つげ

(城西犬・莱) 丸ム芳明"0ム足キ子

(目的)
長女4では、多くの元素が・1主位?農産落束中lこj己、し、了、 U、みいうな物噴ヘ服着し1三，)、 コロ

イド的挙動瓦示すこ ιが知られ?いム見々は券2b回放射Ar.学討論会て¥吾、相本12!;l1'1Te

のNo.Cl:落求中Kおげるコロイド.的挙動l亡つVて報苦し1ミが¥冷函はさらにW-1卜ろ遁去に
よヲて樟討し1三。ま1三.;f旦A本主加え 1三場企につい Z ろ紙への uffi_急及び茎J己分離7去で調べ• T-:. 
(長歌)
1) '2S-"'Te (W)落戒の鋼製 東蒲ら1)\・丸 l二報告し 1三方 7~(1) lこよ').防$6-同 MTeジヱネレ

ーデーを調製し‘ 125tr1Te主1N HCL t蕗離し1三。この蕗戒に、∞11<:.HCL. (必、専なら坦応
落求)左加えて議縮し、 Te志免企にW緬とし.再び!A管水でINHCL:落来L二希釈し1三
もの玄関ぃ1三。才且4本落来は.寸"e02をωlc.HClに3きかした後希釈して INHCL落魚|亡し
tものを用い T二。

2)試料搭乗の調製 回同Te(W) ;.暴走|刊を O.5NトJaOHで中和し、希No.OH)希HCl'rど

で搭乗のpH及び、京量左鋼製し1三.No.CL 京農は 0.9 '1.，来量は~外ろ過の場合1J~'12mL，
ろ紙へのn賜の場制て 10mしあ心宥離の均的て20mLι し1三。

3)限デトろ晶 表置主しては了ミコン紅8050型tJし左l司い、 741し7ーはX門300、
X門5"0メンプレン71J 1レ?ー左l司ぃ1三。調製し1三試料蕗京から 5mLずっ3善意k2回ιリ、

r 方 rJPB!.rトろ IL五fTい.他方は張置への政追五調べゐ 1三め (:'1刊い 1三.ぞの結果~Fig. I 
にえにす。

4)担体主加え1三場企 Teの議最が 2)(Iσ14門""'2刈0-4門の落戒を閑いて.東洋ろ紙
No. 5 c.へのTeの吸着量左調べR。試料落乗の pH(1.6.Q及び q.1で行フ f-:.. ~の結呆
左fiq.2に万三す。さらに. 2刈0-4門I 2)( IO-，oMの森京五用い Z‘恭戒の pHとろ紙への

Te Q)吸着量の閥尿主調べ乍。その結-*:1下ig.3I二示す。ま戸同じ強震の落戒"il司い

て.孟パ・4ナ取し!三場冶の pHと遠心・4か離才れる Te量の関係左調べ1三。夜、駿11、調製し

1乙試料森戒から 8mLずっ落魚"i2面ιリ点し-方lま15000rpmで30/;庁間.JIバ沿離を
行い、杷方は丞北者への政j自主調べる1三めl二用い 1三。その結果左下ig.4!二示す。

(結果)

Fi，q. Iから嗣らか¥なように‘ X門300，X門5"0 のメンプレン71J 1L---7ーによる差は誌、め
られな、が.， T-::.. 既l二報告しT三ろ私への P焔 蓬品、や離の結来(")ヒ同じ、績向印可 pH4~
ワ.5 のえ長!過で T予が'p~ýトろ.i!iざれ 1三。 Fig.2 よ，)、 pH 6.Q ~ q.1 の~態で Te の東友/J'ì.'、
2ぇlび14̂-2メ10-g 門の洛戒 rι3、 lil~"-えの T己がろ称に吸着し 1三が 2XIO-ι ， 2x lO-4門
と来最古γ布くなる経.吸着量Il戒ナし1三。 F'g.3にみられるようlこ.島Te諜蔑でのD&)色
量の最ス主与える pH は、 Te~農}設が高い程‘酸性Æa'll三少しずれ1三。 Fìg. 千で 11. 2xlO-

，ol刊
と事号、担必の場企はほぼ同じ鳳向1ぢ'..， 1乙炉、 2XIび4門で!1J1バ分離すれ1三Te量fJ¥大生柏方¥

まるやまよしあき・千まあしやすこ
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っ1とa 以上よリ Tel1者活必の~i焦1どけでなく.約 10-8門以下のぬ諜烹でも No..Cし洛宋

咋でコロイド的主片手動忘示7ι思われ七.
1) Y.Maruyama， Y.Nagaoka， Radiochem. Radioana1. Letters， 44(4)249(1980). 

2) Y.Maruyama， Y.Nagaoka， Radiochem. Radioana1. Letters， 56(4)231(1982). 

-12 ，n-8 ，n-4 10 k~ 10 V 10 ~ 

Te concentration (M) 
Fig.2 Adsorption of Te on fi1ter paper 

as a function of concentration. 
Curve A :pH 6.9 
Curve B :pH 9.1 
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function of pH. 
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Curve a and b :125mTe adsorbed on 
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Fig.3 Adsorption of Te on fi1ter paper 
as a function of pH. 
Curve A :Carrier-free 
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3C02 球f;オシ受検f主によるポロユウ A の君主尋~1:'憶の胸先

(静夫.:!f).菅必要丈 戒勿}:t.-ハ梓

く緒言ア こ1hまでに;t;oa ;;;.ウかの;主務 ;tf's.(こフ n て! :;;'"千ずコー1V~島 ι長率毒

殺がよか。銅グ 'r'1'"キートー1lV海仲良柔 3事丸左用弘、 τ益抽弘fゑ1':よ，)混暗主義隊長幸ゑt

季l)I .r;訴殿私書;註象 2)1，'ょグ堪{じ物存場L季り!こフい 1方、ゐりの炉旦を f写るふと fで

きた。また F易イ才 ;:dt判定?五 Iζ よリ髭塩事時塩季ぢよ V.... f再略~季の:車場Lの'匂〔川=I 

t酬の本・ a:::.今出の害毒 fι辱キ倉島よリ〈わ L< Jf解 T・， 1: 1) 3 4ク。 ~ ，: 1“今回 1;1:串ι
物ぅ惨事車では事。ロユウt.l.t 1呈イオン乙 LL 1与~ Lτ円ーと定.，J， h3ので・暗イオ J交

雑誌によリホP ロ ι ウムの i奪格化1稚左怜是~ 3 i古今 &Lた.

〈突駿ア

修f防一一払i0 RaJ. Alt 1 -x. ~ ， 10 0 -2 00制 sh，cH叫んや阿 ( 1 M HtJ03 ' 1 門~ð. OH ， 

1 M N4 C.l， .k 1こよリ~ ~ Iζ 精製し，風乾!， ，童特 ll保存事 3• ). 

永一一一門I此ト Q明む枇水蒸星 Iζ よリ精製[た水を用いた.

山昆----I2CCの 1帽 cdr'llllのも申書存紋t.1.俊朗[氏。( 1 回 m 突破 l乙ば豹 IO~'1

t.. 2同P.をf費用 1氏。)

訟を一一特栂~ f" ，:易村11Ha-t，を.!~ I二精製本 3乙ヒ后〈周 H た.

失キ主?ぎ己創フラ Zコ(>0物1) Iζ30帽1岬 1M (tL tJa. ) C u露首t~ 100バの2.10凡

f事}訟を̂ -d1.，守仇 t二科 1~司樹nt 左京D Al 2.;-.Cで・ j"{"'子 iゑ Iζ よリ分配Eじを}..めん

( I司 L"~ 報量 19 散曲名、乙 fj VI 始めの 1f ~I.主のむいず・- 5' Ij i変わ1j.1)・) 放射俳句

測定 11i急停ラシ千レ F うg.;/噌ウン宇-r..t;!J .た.

a 樹脂 tf1) 激餅ft/柏崎電(~)
ゐ積tr::t..(D) 

- i事最中の量全針)it/ j主埠f(""l) 

ー{加えた à 駒~ーキ注宇のきt射能)/樹除量句)
i事務宇の故前後/:与止を u腕1)

く移粟〉 ①分配平衝 Iニ走事 3崎明・・....2.!>.c. t'"撒け階左用い7.*J昧正行なヲた

.平衡Jrd.には 3晴朗を零 lT:_拘 r'"以下の安報lIi"11手間rfct 7 lた.

② lM(H.~a. )(l;草}査の永幸イ才ン護最のホ・ロ z ウかめ分 ifæιι1:" 付す~ t; 管...~_.
fì~ ・ 1 (~ )t ~ ，h. ~ジ'c <: -lø~ (H"] = 0 -2. ~γ は

?)@早rx.1: -史r-~ぅ-; 0 - RD~ fl-lつ=2. ~ l'J.. 1:.. Iこ

β3 z 与 E也氏ぽ Z・ 3鞍 Iこ宥ψ 事~ .この森岡 E

l 1ホ'0t:J ~今か拘毒f与 κ r; 干tm Ti f ;tシ 4堂内

河町yぁ3い lH前日官邸~í:'‘n lJ 全!t.. t搾奴 f手嘗め

を ι) ヰグ岸んら~ ~ . 

①ホ・ロ z今μ の分鹿ιι1:"討守ヨ傷f乙物 4方

シの t!l智一"1門 [VJo..)C1"C. IMUl.rv，，)ClO'l司-J1(，同

= 1 }聖地(~ .t i干向島すきみた.当の手1辛()'"

ff1・2T" ~ ~. ClOイの明念左差7あ τぃ<t.fil丈

唱がめ t υTあ‘ It T~ ん ρ つ1;1:ちラフ
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を示 Lた.よホ 1;1:C L 04 - :0'" C.じよリ樹脂

lユ?を進 LIζ<:< I ~のために木・ロニウ白

のイ巳苧棺の勾配叫が和対的 lニ増夫した夫

め z 芳ゐ~ ft L 乙の~践では蒋誇{じif

iti 推定ぢ 3 乙どか吋・ ~T.i け.

$1門(lUJ4.)CU皐没の>1ι案イオシヨE主
Iζ 対事 3 ポロ=クL..>，イE厚脅句樹H~ 勾惇干疋

f手鞍'-'-1!;♂ロ=ラム的意湾 $C-I苧稚lJ:fげを蒋
{i.予言 E 芽 ι られ，また干の併ロ z 今ム f乙J'f雅 l;tf!作の E こ 3 め~lL l i~?定; 3こ

とか・回tf1・-ぁ 5ので・，木・ロエウ μ よリ汚量 lζ移徒事 3Cじど oWよリホ.tJ ==-ウ， b，と OH

E の搾f~~手厳重検討 L 1と. yの称fか.Fi1' 31いある。 ・1勺(H"'J=0 -1.4でIt1(0Ii-は-t
Tあるので;，:O)持官官 T・1;1q，' 0 ;;..ウ μ 制法ft " {c.. ~干1 t 0 H-tの閉 i 1.1:'安伏イ季最す‘

'定 .t'あるヒ岸乙ち 1h.~ o 
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'.5 

0 トーー四i十、、i¥i¥}、

;? I o:titration '. 

句←.:pH meter 、1

，5ト

‘壬ー'!ー吾一一

，2 

句.句

旬.3

ロ向.2
宮

札1

'.0 

，1 

3.9 ト
上

，6 
2 3 
，109[H勺

0.90 0.95 1.00 1.05 1.10 

ー109[H勺

Fig.3 Fig.4 

@ 1門(1-1.Na)Cl O) -J勺ftr]..1毒殺 γの和ロニウムイr.f:(雄の推定一令臨E匹ιの-敏ま'11攻

の川よ うIドζ表bさ ホ'3. bド=z綜z紅[昆町(0附H町)朝C乱l"，4-吻帽い-IJI吋巾勺叫'JR/々2答5ド{九削(0州H的)zCl./
ヂ存事+抹t干補eゑの桝察勾か与 木余@ロ zウム lぽI回 1匂句(fI円つ=1ト-2.2の吋4拘a質tif'1'γ.はOHe-2フ和会 lτ11、3
. (f)の給手かう持干1-.f毒殺広-.to，0Iつ=-0-1・4品ぬ tif7-11 -定7"あ:3.守 f1 ~ら I~ 問時

村町状態~ -定 I二~ ~ ~~ti~ 品向りを用。~ l:前 it'rj*の主うに IJ3 • 

t=定最/手。〔島 (0叫Clr"4] こふりcH'1μ勾附=~-2 -IJ'・4 ，.仇~. F，~. 4-fζf;早川 L
Tあ?.昔時J:? -~(円 =-1 7"ll時! 1:1" 刷、 ~f~ る3- (";1= 3.l?).こ仇ば郁 fι序袴ゲ

民(OH)zC.しf'す動 80;.， p" (0 H)z Cらが手~2D 停で'J;I， ~よ E をネ l 1 l' 否。 {ζ~ r用 1)

た樹ø~ It (t.拘寝殿で・用いた尉 ft. よリ~ ~ι 垂町 '!i /J. " tの?為 L)

く宅募量散ア 1) I. Hね ye，H. Suganuma， M. Sakata， and Y. Nagame， J.I.N.C・笠， 2101 ( 

1981)，2) I. Hataye， H. Suganuma， and M. Sakata， J.I.N.C.笠， 2575(1981)， 3) H. Sugan抑

制 1.Hataye， J.I.N.C.旦， 2515(1981)，4) H. Suganuma， 1. Hataye， and Y. Takashima， 

Bu11. Chem. Soc. Jpn. 56，1080(1983)，5) H. Waki， Y. Hisazumi， and S. Ohashi， J.I.N.C. 

旦， 349(1977) 
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3C03 港在中の「ニトロシjレ/レテニラムセ」工

(IA'-、厨〉 低調主也、

i 緒誹

使用若干核燃料の再邦建1=ゎ-、、-z /レ手ニウム!羽目酸落設やてヒトロシlレルラ

ユラ内の彰で忠在レ マのトリニトヲト鋒体がTB P;掴1=拍t、すれみとどがい

F/ωer~l::' り者三万 I~指摘され尺・ポタl吸収スペ 7 ト円、多だttNP 知的手足
l性昔、‘縦貫主れよ間動隊中での Jげエ巧 A の複雑な利用l;t ユトロ三 jレJレテエ守正へ

の多毅ヲ鐸体川昭美化lごJゐとがえ多めていふ，

あ逮2主体7ロマトク、、ラ方 I;;:J9 使用宥捗)tf.料t;foFl峻芥栴竣申 lて持在 ~htt足
I T::.， 30想以ょの Jレテユラム1材 4阜の慨を誰めて咋・その -jjJA、1::lて ユト

ロ)...Jレjレテユラムイば4砲を令点し ぞの湖陵来与を中の来i$雄 kφ 比較を仔なった，

(君、レ F/u.cUr芽.:?i""~責 I~ J V え比c-lJ
・2μzd 湾、員んNP(011)占ス 1.3"

M.~ /eu N P (;Vん)p011 を~也(てやÀl た ふNð(N~3)3 のよ商政持家守の察~緯タス事
I.I k""cl f ・ 3~) 2.0 の淵駿芽戒キの それ』似てわ， )) 穆イ才ン支挟芽動か歩 /oJ十
~tø)t:J臥穴薬事宇稗が主で刃ヲ rて.と内ミl: ~\ラ ふNo先5在水泳外吸収スぐ?ト

/νかう手jh応た Ifと強面で勺く坊西安とろ反応 1=よリ待合州、切れるもnと碓えし

報告 L7ミナ田町んNoCNfh)1，{月被歩身長かに/J'd#20J 必z'-'もみク(;1/!)~)タ 4d:f
R.u.A!ðúフ'II)~ の淵醍2撚点主主宰J芽戒中 1;;:われるき十4電話を持ゥ来持稚υ式後(_~人 Y"
と表bりがニトロ Zルノレデエヲ A参督体の解離肉薄摩川:子宮則立れる.RuN03tオ、
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1::つ竹て中和後 モール法で塩素を定三重 LTミ.言ziR: 説ーマ域I:..fy査時 室奈

益支雪 lた 赤外吸kスぺ 7トlレ; Iくか或 ~・リエチレン膜叶シドイ可チ去 lo.s
リ吸収スぺフトルを手!!n足した

え.r;)/OCNゐ))~ I A./βi絞怠表を房イ才シ女撲#11E方'7Lへ1=通し I N foff献で
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Compound Ru N Cl Na 

55.5 7.69 

RUNO(OH)3 7.59 :': 0.09 

0.99 :': 0.01 

24.4 16.9 11.1 
Na2、RUNO(N02)40H • 24.1 :t工.5 16.6:!; 0.39 エl 土1.4

2H
2
0 0.99:t 0.06 4.9 :t 0.1 2.0 :t 0.25 

42.5 5.89 44.8 
RUNOC1

3 41.3:t 2.2 4.99:t 0.11 45.0 :t 1.6 
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)3 31. 5 :t 4.8 工6 :t 0.84 
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3C04 毛リブ句ヂンの(0..， 2 11. ) 79.. 71:;、1:'より生時するキ将りヤー 7 リ-
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目かすz以外大喜ll'4トI下幸走I乙n.1. ナ1iくと毛之牛時明以上クー 1) >-ゲし之短寿イト勾

ターゲ、yト奨 t喜1三比 ヰ*友応、 Lきし¥A直 生成・械 時域稽

Q2Mo 14.f?% (t:/.， 仇〉 '1.3 MeV '1S-Ru. ，.65'h EC -→村花 20hEC
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100l"‘必10 Q.6 (01.， n) 4.8 /03 Ru. 39.3!>d (3- 103尺九(与走7
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3C06 ア?1-/イドの8"S04̂ の持戒(宜)

(原研) 0木村営審小林義感争勝常数

/、緒言

放射雄選•. 物の処王室処分を符まうにはそれに合まれる放射位核誕の繕嶺と発的

吾を明ら功、たし1苦ぐ必孝治て材.α放鳥像の場合8 凡などのようにZ腕 c誌、よ

{ます彰容が大をいために‘とぐ{~頻度の高じ%.定膏乏の足立が泌fイ毒る。今
ま-(， ~重々の嘆場斜桝中のα訴尉告の蜘定はイー I/.. ドモエターを痢い、オ<l$lt;物
なと:^州刃t イオン ~:J費制j 緋抽出.毒者などの方悲明者わt1.""l.い否.し
かし， 8常業務として♂放射4年E謝定ずる bぽ. i)簡単なニと わイー 11.-/-'モ=タ

ーを旬、、なぐ之を依頼度が;;;いこと. iii)774-/イドの同時定量まi=.1ま砂時産定号令て

可侮志こと.などの点を芽'J.Iする必辱が寄る.二4の定め護者与は.B"So.宇lこιLー

サー奮の以放射'($ポ定晋めIこ弁却す否とじう Sìli ちの方惑を魚.~場中の以放射必の
~fιjミ・用レ、よ')簡便'1.".1言弱凌の~L、卦l定衰の嗣手さを畠4ろて L、る.今回は共存ず
る件レーサー奮のんや.Pv.. A"， 1::.フいて .4重マの援ィゆj、還元昏JI乙よリ各元幸の灘北

者飽き調整し8a.So.いの手宅捜孝重体フい-z議討した.

ユ.実験
(/)飼料若戒の調製:八や Pu. ふ E令む主{桝~ Water 3'7刷t

2NH..So.事紛Iこ搬し2事与を験イ夜間した. ドNザ己4 2.g. 

t可斜'EPt坂上化教場崎将けレ合成4推計教と I~~~~O~ _~3J ， " 

α貌ス ~?ι1レを掛定し t提め在〈や.PuAm L;i;d::;;;Jニ;orReducLng g 
の放#埼を比r.l寄れそfth.企計薮信の27.6" J 卜Samplesolh・(下Jp.F'u，A心

68，3 % . 'fJ3 % 旬、た・また向山 01:;;コ;::2;;戸。山一3)2
E含むまぜ桝と品、ぢft舎む材料老各元暴別の裳 l 
~t条4ヰ主総寸する免め心込零 f二応じてイ賛同し F52竺Eii;04
t=. 
(2):宮殿詞料のイ本製と舟l定:1ヨl位以線計数. 回1.80. S O~ 5官房Zの特製
C民線ス/でフメfιf宮慌のF-d:ゅのBo.S 0'(0 '5't14鉱絹イ乍製の /.(jl)を示す。者般の;p1lltユ1ま

O.少らm の〆ンプランyィlレタ-('1-7刷帆ゆ)を用い定.

;11:.殿前剰の4.'α線計裁は窓付之江がスフローウうシタイ剰定し.以場長ヌハ・/11ι
モ師シ')コ域面障壁型耐器(チダ0""""，'1)胡定した。各元春日1)の牝材l京

以貌スハ~?ι/レかよ計算レポめT:..
3.お果宏よV:;警察
(1) 8 0..の添加賓の塁54Z: 図之 l乙加えち80.雪{二対す~#戎幸と伐採ス~Î ιiレの P止の
ピー 7Iこ耳、けるヱ J主/しヂ -Izy解首EEffL 足。実 ~'t:辛 lま詞剰の合cx.tt義信手、5ヨ2め定。
0.0宇土〆 Ba.どJl.:;.・之比03容戎を/Q'、$5'制j 加え定場砂(~. 98万以上の共-;t_幸吉示
しT=.そ収よリ今、、場企tj.戎鞍訴桝の自2q創立たよるα緩計援の:ri舎が多く志 J.
見掛け上の表;rt幸fま紛マ ι語、少レ 1いる.ま左/刷dょY少ない場公ぽ乏増益l二手tt季

き令名定がうみ・ニばやしよしν・事力、つじようくん
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が希少する.ーち I;? 11..ギー砂解能は

827容戎/蜘1以下ずはほぼー定のイ蓄をまレ

以緩文 ~O7メんか、5得E各点イのゆ PtA ~ 
A刷。放射能陀は誤差/仰、川f酬明、 5100

斜。、 5~写 5 1k尼僧とー敦レた.乙のお家 5
から以下の鰍イfま825械を/酬t加え iょモー-.-...-

' 
300 

/ 

/ (〉

ov-

るニヒにし足。

ω酸議定の影響:Ka$O，..3 ~・ No..SCん
2，功。ぇ，f_場企と‘ κ，Nd.ll:全ぐ加え， 口町ι1 10 ~O 
なし場砂化フい1踊場度を o./ NfJ、事/0 脳 5"1oBaClt2H20(ml)

Nまず安花させ定とぎの各完毒の#兎~ 函2...BQ.の芳生加-f，，~宰
の金イヒ左前げた・ K，No. ~ 'UD i.走場~. 令̂.Puは/NJメ下イ.A...はo.S"N以下ず

171.以上が80.$0与に持戒しF-o しかし4宅捜幸は酸君量虐桝上るとつ中'1."1.紛争色調少し
IONずは地 Pu..A-. と毛 fニ20メ以下の #;:t~/.... 沙寄与 ~Ti合、~.. K ， No.. モ~ぐ加
えなじ 栓ぼ0.1Nか与(011までの艶凪で/ゆω7メ沙 5βχ，Pv. r;l 7.)/0 fJ' ;;何%.
A舶は ÇC/y. 功、 33テメへと奇 lh.~'似$~ rエ減、少し7e.

ωκ 、NAの彩宰 :K"SO'fo ~ 53 以下.八ふS~1:.16 ~以下の髭函ず弓収ぞ砂t- ちぜけ
ま E ぽ両元加えた場令の会α放井博の宍3舟宰を調ヘザ定e その宥果.八φ Pv. .A 凧~\.、
ず似司~1宮iO;(. 上 Bo. SO'f. I:;. 共)~さ世る克め(':!.ぽ K与SOq. を Z 語、 ì; t d、a孟stJ'Iを2.15ト5
'f~ 加￡るぷ孝が~!lニヒがわずヲ足。1<;.5()干ばけずρ&4の釣9oy.近<が特却す

るが〈仏SO"'~ーけてほt.ry; しか茨却し τ いなじ。ごのユとか 5. Kイオンの存在万号、

lJ... uの場争と同志望ι八/f.Pu.. A~ Q) 80.S0与への共戎I=-重孝7草野55FEゴヤよ/ずし1い

否ことがわ沙 7 7三.

船組互命脅症のための酸化省I}.痘元副の検討:Sill桝割前しτじるように、 U.Np. 
Pu.A岡の.m.. 1V-1面が80.$0事に手宅捜する椎質を約周し.各元素の房長イ箇を且 'TV舗に

調整する!こと fユよリ.遁殺fÓに各々 Bo. $O.，.へ宍5宮古 t相互砂離することが可能イ~
~. Silliなこ収与の売黍の粗亙砂農の定めβ桜田政(t.1I元反Aをくリ返しか培

リ捧持な操作を存者?"( l、否. ~I席宕 E 喧 弓の棒1舎をよリ筒4笹lこす否定めのきfま

す者わちハゃん.ArnをV・百個(またほm..JV緬)(こ調整しT=..のち‘霊元喜jl(また

は酸花痢〉を同じ.こ似 33元黍を相亙にゆ車ぎする方2まの平安討をfi志ー左，その結

果、①ll.'Wイ面(Ft-(調整)の北告昔、5.Bro; I'lゆ今みを Cr~CずはNp_ と Pv. のー与
を.仰向0;'(ま伸之 PIA.主す~ ~ ¥、r.t.町侃β齢化するニと .@V'VT~(C:-t イ調整)
の枚、健治、 '3.Bt1J¥A"， のみを、 N1H，(1" *"九 eAll'lt.ばなどがNp.PIJ，..Amを.1[ある

いはW，ftbに還元7るニとがafj~-Q、ι な'). 80..So.与への牲却ゑ/-::.よリエれちの元i主主
要織的にφ離... rd否見通レを得E.

ノ

ノ

，J
 

100 

1) C. W. S i 11 a....d R. L. Willia.嗣 s;AhlA.l. Che.mソ '1-1，/62.'1-(196ヂ)

主)C.W.5i/l， K.W Pv.phQI o，o.d F. D. Hindm(Ht; Amal、Chut'"，'1-6， 172..t' (( 97'1-) 

3)本材育宕，小税義成:第ば(i)j三和イt歩約輪金28/1(t98/)
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3C07 波厳3去によるフv煮の分離

(電電公荘茨城研究所)0良曹弘ニ，工叢汚lJ

1.はじめに
放射イ[分科法を酸素を晶硲漫に定量するにl立，酸尭の枝良氏Z、主政方る18fiれイt手〓

ljJ艶がoc専をある。これまで，ニ酸北スズによるフ γ素の分龍4¥'ょが不足当量分融，dF

ヲユヲ〉による不足当量淀殿舟離?さ 5に水議長義留労離幻を震討し，原手貯利用

による~ 1)コニま1三IJヒイヒ汗リウム中の酸素の定量にlた用してきた。卒研!F:.さ|ま，
KBF4-1 弘SiF6~'.tび防臼Fζ しての 7 可乗の液服Ij}離を枝封した結果左報告ぎるヒ
じセに，不足当量涜服.，fJ離の可能Jj!にillてを述べる.

2.安駿
18Fi 0'ヲパ 1["し1三7""'1素港戒(H13向， H2SiF" NfAR )をポリ工手 Lニ菅 (10I)1t.Oまt

はピー力ー(3onnD.)にヒリ，過剰.11:. Il不足当量の淀殿:~J ( KCQ J BIACh I Pb(~03).
N仇c..t)を加乞 I HN03まtはttuζ事、留水lニよ 1)酸粧度と磨重 (5，，--101fll.)を調整し

1:..ニオtを80-~5'C を 15州市b温殺し ， 30'" 120 /111仇う|く〉争後， ~$;le)'K戚( KBfi4 J 

臥Sif6，PÞ (1fi)を遁I~分離し1:..乏の後，波殿ヒL濯3夜の放射能を測定し，淀殿辛
左京め1ミ.放射能測史lZ，fxfの井戸世Ni[(1l)兼也器ーふ〉デlし4少々>.i'f-Iレ信

利震置によリ行1J，1:.. 

3‘緒栗ζ考緊
3. I :過剰試黍をの 7γ煮のi克服舟離

U)分離糸件の兼討 表-1に，陥fi4，臥町内およぶ陪α戸の主君宿敵条件と求殿塁手

を示す.防日氏、|ま， 7-'1素坦侍童ζK仁E量の此左一定(ピ/BF.:正=2之5)てし I KC1 
量ζ淀殿拳の関係左京、めtζ乙ろ I KCQ.量の増加にじ七1d:II >克服辛は増丈し，..K(Q
B、∞棚~凡L吾 92詳の克服幸が得5 れ1:.自:lSi F~ では，坦佐量 α513 柳td ， f3a.c1z 

人即物削f..e'、j杖辛 I(;()'"ζ1Jヲ R.まR.，防ctFをlまJ 担佐量を0、之Snn州t乙し，防(N03)Z，

NIJ-I仕事加重に対方五寵殿奪の張イにを求t)R.r.ころ I N(J.._(J_ム∞相刷e，防(N03)孟 O，!);仰d
J'，l._Lで、収幸が181.と1Jリノ臥SiF6ヒ同様，プッ煮を定量的に1]離芯さるこ ζがわウ、

? 1三.
(2)酸l旺F撃の動響 表ー!の結

果在宅とに，芝11.ぞれの戒厳

に対する酸柱度的事響左横討

しR..結果左図 l に系~。図
には I-9-k岳ょがI沼B乱トレ}サ
を岡t'1:.結果t示した.国に

示lf-ょっに，1<5向をIl， 18F I 

4Zktlずれのト Lーすを朗IIて

{:酸桂度に庁げれ5ず一定し

に液殿孝が得 ij~ I三。

しすのニうじ，くど、っきよし

PbCIF 

表 1 7-'/素の)~報分離

KCI 

> 8.00 
BaCI2 

0.573 1.00 
一一一一一一ー 一一一一』

NaF Pb例G.3J2> 0.5 
0.25 ~a;~-< 1.~~ I 
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5 11N HN03 I > 92 

5 I 1NHCI 

10 I pH5 I 98 



臥5iFb吾lま， 4NH包-pH4で淀殿傘ぴ一定じ宮リ，抱F./33[3氏トLーサよ 1)， BIA.SiFbが

史量的に茨殿~ること叩わか~ r::.一方， 4 N H lQ. .l-'A. _r_ ζpH4J.~人工吾郎130-.の泥鳳孝

t1増犬u=-.ニれは， 4NHCL札Lち、l在&.Cbが，また.pH4以主c'rd:I SiFr十

40W ~ Si (OH)4 + 6 F-6) によヲて僻離し tF- とばか5~成亨る&F.之が、英犯す

る1三めと毘-われる.PbctF c'、は.pH4l.'A.J:.之、、一定し t取牽が需51¥.t:..pH4以下ち・

の淑幸の企下は，防c.tfiの箔解によるセめと巴わ孔る e

3‘2フヮ乗の不足当量>X.般の離

if殿刺を一定工し，ブマ素坦俳量左増加させた場合的乏れτれかw.に対する再

現粧を図Zに示事.国に示し 1三ように J ドBfi4，I3o.SiF6で11/淀殿割に対しブ叩*坦

骨量ガT過剰の千種域で液殿量士六一定乙1J.リ，不足当量1J離の可能1j二ヒが日H5力、之官

ヲ色。一方，問は戸で‘Id:，フ v素坦f俸量!l))Id!')，_ζ(不足当量有離領域)で、モ斑殿

童1;1増大し，一定 ζ 1J.S7J.か)R。これは，担侍童の増加にじでなLl，時厄 L港解

庫績不1X 10-8 ) が芙淀ぢるr:.めと~われ;る. 1立a)'， 図2の底油夜、力、5反甘なえをポめ

tヒ二ろ，いずれモ!と lであフ記。

JJA.工の結果か 5，lふ市と聞様に， KBf¥4ま士IJ臥SiFbLしてフ γ 煮を不足当量淀殿

拘離で宝 1Jこ℃力fゎη);:.. 

nv 

d

3

 

m

k

d

 

A
斗

《

/

-

no 
U
H

円
U

内ノ-
F
D
 

nu 
R
d
 

ノ
a

i

l

n

いJ
V

‘Ai
i

0

5

0

0

5

 

1

B

T

L

円

u

〔一

O
E
E〕

C
白

X

〔一

oεε
〕

由

H-
沼
田
白

a) 

100 
g 
di.75 

0 
0 

a 50t 

100卜

言75ト
o I 
u I 

直50ト

01 

円

b) 

• 
5 3 1 1 3 5 

s心ー「ベP一一一 18F 

18F 

• 

--0--0--0.ベ〉ーー

42K 

・-・戸.... • 

100 
8 
Eち
き

足切

Ba 1.0 mrrol 

9 ウ

Pb 1.0 mmol 言。5~

よ
F

コ2"""3 
ョ，L_一ーーー~

5 7 

戸で
3 

133Ba 
」一一」

1 1 3 
F 

コ

r 
ゐφ1 2 3 

Carrier (mmol) 

ヌγ 乗の不足当量荒殿タ難図Z

7 5 3 
(N) 

図1酸駐度の務署
a) KBF4 (HN03・ NH40H)

b) BaSiFS CKCI-NH40H) 

c) PbCIF (HN03 -NH40H) 

3 5 
(pH) 

1 1 

4ミ k，.st主恥~if，ø.P./J"品恥酬lo.P_，C)..酬・， 78(1"3)71 

t)鹿野.fI!，場26回放射1t'手討論去 (198z) 

~) N.S.NiW副 ，.i1J，A，fI吻，7Ja&畑i必~ ~ 

和訓比， WJJ唱&$州 I品ι" NIωY91ik J υ?鈎

- 241 -

J:商工 1)鹿野侭，事Iq団理工皐にd¥'lJゐ国住7t索
訴キL業表会。182)

2) /(品恥附 Jot，J.Ro.ぷ卵細tCh肌，74U'/82)73
3)昆野イ也事z!;""回放射イE母割論会 U'd/)



3C08 flμ ーおよび侃γートリ人 (β ージケトナト jクロム(凪)

の分離

(東北犬建)0橋志和幸・犬森換・関根御・吉原音ニ

{緒言〕 非対紘なニ創Eイ主れず配本番t6 の~~亀イオンに歯砕してぜきる錯体lこ lま
fιc-ζ 句t.eyーの之縫類の後イ奇異性必かち存在する.そこぜ.従来系統的な却費1iJ¥"牟

さ九てい怠い後相婁椎錯誌のカヲムクロマトグヲ 7;. ーによる分離~i::.t!~主主するた

めに.表 11こ示した緯々のトリス (β ージケトナト)タロム(盟〉主舎威1;.シリ

カゲルカヲムクロ之トグヲフA ーによv てこれら之種類。翼位紘の分離券件色枝討

しt.
{実験】 5J合標識錯体の合品 購入したぬJbO千 t成荷製jに担体として.

1<2.仇 0"F. jJロえ.酸位条Alf下 lニおいて:iII酸{巴水素yにを用い τw(匹)への還元H5"

? R:..えの後.4E紋吋フて錯糾合成し r~. 精製 i事アルミナカラムクロてトグ
ヲフィー l二よフて行ν 試料ピした.

三~ 1) .力ゲルカラムク O~ トグラフィー 分離l与2!)OC(乙おいてシ7カゲAシカラム
( [J物都世 XI SD制俳)1こより祈?に港世議主フヲクションコレクターにιり‘

ーえ量分取U‘各フラグ〉をョンの放射能主持戸笠Na.I(世)シシチレーシヲン古ク

シターぜ測定して港麟曲線を求tJ12o 
立主主主吸着係数件(.:::吸着相中の落貿進度/非吸番組中の海質造反}を求め

る石記正十過当桟棋に錯拍沈滞轍.戸東1量のシリカゲ‘11/'t.添えとうし.港夜中の

放射能主測定む.兄島知放射能量どの比較Iニよァて吸着畑中台よ〆非o，*ti担中・r1);.容賃
濯度を求めた.
i結果者ょが考課〕 令威した錨休につい τ.告維の港咲主餌み令わ也て溶難曲線

主点。異吐棋を骨量住すゐのに最通な4b特定捜討し t:::'6 ¥!I 1 1乙 得btl.t::.港離曲線

のー例主ftす. ~以 b却心h J Cy(七IA-)a(:乙ついてキ， 310ジエチルエ-:;-Jt -'rf'1.ペ
ン-ti'ンの場合.(y(ftιhについてほ t;o百々 ンゼン・ SoY.@1場化提案の場右‘払
い分離効苧が・得られt:::'oしか h.そのイ也の錫体lこづいて lふこのιぅ牟夫、歌条1+1
イ1;1:，婁4主体色完1;1乙分離すゐ Z 乙I歩担難てあ色。力ヲムへの吸着さ仇やすさ(;1:，

Uf(:fa..)3 > (X(ta-)3 > cヤ(tza.cゐ〉合(t:f叫)3)Cy(:ftι)3 > Cy(tta.)a > lX (t:fa.)3 
o 0 

長l 使用した非対称βージケトン RI-l-ch-t-Rz 
.s 翁~ ~ Rュ

ペンゾイ Jtアセトン 円tzac じ同

2ーテノイ )vアセトン Hta... CH，3 
rフロイルア~トシ 叶fa" C出

ペシグイルフロイノルメタン Hbfm @ 

土 7ロイ Jbトリフルオロアセトン Hfta. Cら

之ーテノイルトリフルオロア包トン 吋tta. Cら

ベシ fイルトリフルオロア包トン Htfa， c九
l主しも ζ がずゆき・お診古 1)fとかし・せきねつじむ・よし l主主けんげ
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じなゐ.しかし.唄着さ仇ゃれ}鋳体。翼俸必/J¥'骨離可能ぜある乙i主段らないこと

ぼ‘認めbれた.

これらの魂象主説明するために‘

いて検討し t~o
んすり=ん-<J'R.

O=ゐナlふ十 ザ (SD-As'E
O
) 一一ー一一-(1)

tぜし ごこ-(~=時/陥 J ¥必;真のリテンションボ、リ L ーム ，uる:吸着剤の重

量，ぬ;Q反着された港蝶五分子膿の容積/グラム吸着層，ゲ.(項着剰の活栓度バヲ

メータ rY;;将の吸着エネルギー JAs:港質分子量¥"p，局-z1rt.{d1l}に将な占右面

積y EO; 溶媒強度 J~ ラメータずある.
主ず吸着平衡が威主し吃いるヱ ζ を確かゆるために.ベッチ法て港管の〉荒患を

変イじさせて 吸着便殺さ;!t~ t::.. 国之に~されるように.直縁関係計局られ‘ Z れ
Sの系ぜ峰、吸造平衡P威主している.次1:'‘カラム ，，'ラメータ Vらおよび‘φ主求訴〉

Q t~ めに‘ダが既知ぜある炭イtí7に素イ広告物室用い.仕ぺンタシ( ~= 0 )き港総攻

』こ用い.尺。主;itめた.また. K，.と貯の関俸についても検討を如えて.より広範囲φ

溶媒強Itについて~が得 b れるパヴチ3去のカヲムク O :Z:トグヲフィーへの通用さ可
能lこし12..よ認錯体につい-r，t::::. 0.23 (C6H， -cctl{.)昔、 b80= 0.3之(Cf12α2)

にわたョ τ{けまえが点立する.こ似るの結果主基ιSOおよがんに及，tす嫡謹化学

的自吾について考蓑する.

( 1)が示されゐS巧みのがの通商佐につ
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s ~d_と)'bの量先筑前拡散樟患であること、また GìcJ): IbのE在1;1:PIiボ2.8かS3.$"の閣

で干支であることる判明l足。
以上の結果はうジ庁ポーラ口7"17ィ前、牟μ也監表皮暴走iこ青 It色直丸ポーヲ

日T7 71の代用 rl;r7Jく、この才えどId得うれ起し、情報を与え合こと老木 l<舟

リ、ラン?ニドマ了7十二ドの童え」盆在主知合上で有効活方えであ古こ ta:ホす.

(TI)Cio>うジ才ポーヲ日7'77 ~ 

Gの実験は水浴背けて瓦備綿在するとは C.M.uん5と向じ緋で付コ L
Tの蔀呆a.Ha2 ~~ホ守.得られた金属芯;虫色へのま丸まの ~l~ -/・7SVZ'あリ、C.H以仏

うの結果¥1l→0:政司・'.13V )と比較市告と‘よリ島挫の亀位でtb¥意見刻3れて山
奇点1$.走属され色.毒た、まのlO角肝事r1J¥ 5噴き lctI句mγ であ?、可主主的措 3竜寺

童九左ネ lZ 11¥る.
l:かし.ヲジ才ポーヲロプヲ 71がう

1fぅIJ\古 t ta:~希求島への.1:丸まのみで
あう、得うれR友11¥-1->0仇 E→0の手，¥

荷主 lO骨併有かうのみ結輸$吾の日危険
であうう.そ;で本対抗で砿 It・7うつ
ンー 6<<持官合成制と l之、 Cf.El.I.. (la.ゅ
の A金属t.:f::への塁走)~の磁のシフト左夜
討l~. tの絹呆をFia.3~~ホす。*'図の
EII.の可ぺて. Ybのー苛の~瓜直えil\O -ラ
口，]"う 7i l::' J色るので1Iう、他ほうジ

才午Jーラロプヲ 7i ，ミよ量るのであ色。
似の場~LJ応教の R め、 I~ -Iラウンー

6魂産jJ，Oの易4訟の EXi本l1ミ。
1 本国いよれば.ctのf.)o0農
産依存，院は、 E→Gの星和主

食 Ij 合唱4の場ゐ~ ~;唱うか I~
畏~ 1)、お l.3 1→0の霊え」
昆在主るつE弘、)'bの tれは.UL

いこと 1J\~tj\ 色.

Fì~.2 ~ Fia3の諾果の静寂に
つ1.¥'{ 1;1吏 t~検討する "'f}{z"
ある。
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